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日本における学生のキャリア形成
～アメリカやドイツとの比較～

私が卒論のテーマとして考えているのは、タイトルにある通
り、日本における学生のキャリア形成について教育制度や
キャリア教育、社会構造の観点でアメリカやドイツと比較し
ていくことだ。

現在、私は、自分たちに身近なインターンシップ(就業体験)と
キャリア形成との関連性を調べている。

1．日本のインターンシップ
長期(1ヶ月以上)のインターンシップを実施している企業は2％程度で、
業務を実際に体感できるものは少なく、インターンシップとキャリ
ア形成の関係は希薄だと考えられる。

2．アメリカのインターンシップ
長期のインターンシップを通常夏期休暇の2～3ヶ月行っており、就
職活動において長期インターンシップ参加は必須条件のようなもの
である。そのインターンシップ先で就職する学生が多く、インター
ンシップとキャリア形成との関連度は高いと考えられる。

3．ドイツのインターンシップ
ドイツでのインターンシップは、「デュアルシステム」と呼ばれる
職業学校の授業の一環として行われるものとして今回は理解した。
ドイツの学校制度では、義務教育以降は、専門的なことを学ぶこと
になるハウプトシューレか大学に進む人が通うギムナジウムかを選
択する。ここから、ドイツでのキャリア形成の注目点は、この時の
選択だと考えられる。つまり、インターンシップはキャリア形成と
の関連はほぼないと考えられる。
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